
Confidential © ENECHANGE  Ltd.

電力システム改革の検証に対する当社見解

2024.03.13



INDEX

目次

Confidential 

01 　電力全面自由化の振り返り

02　電力全面自由化の分析

03　電力全面自由化の課題

04　イギリス事例検証

2

電力全面自由化の振り返り
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１. 電力全面自由化の振り返り
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電力自由化から10年が経ち、電力システム改革の検証が始まる

出典：経済産業省資源エネルギー庁「電力システムを取り巻く現状」2024年1月22日
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電力自由化から10年が経ち、電力システム改革の検証が始まる

出典：経済産業省資源エネルギー庁「電力システムを取り巻く現状」2024年1月22日



6Copyright © ENECHANGE Ltd.  All Rights Reserved.   

電力自由化から10年が経ち、電力システム改革の検証が始まる

出典：経済産業省資源エネルギー庁「電力システムを取り巻く現状」2024年1月22日
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２. 電力全面自由化の分析



8Copyright © ENECHANGE Ltd.  All Rights Reserved.   

電力自由化は「第１幕」から「第２幕」とゲームチェンジ中

第１幕 第２幕

時期 2016年〜2022年 2022年〜

構図 大手電力 → 新電力 大手電力・新電力 → 新電力

外部要因 「電力自由化」初期のため大手電力・
ガス間の競争が主体

ウクライナ情勢等のエネルギー価格の
乱高下により電力小売事業者が、生き
残りをかけて試行錯誤

料金プラン 大手電力基準での割引率比較 プランの多様化（比較困難の弊害）

第一幕

● 当初は振り返り、シンプルなプランを提示していた
● 大手中心の不祥事

○ 全てのレイヤーで課題があった
● 消費者クレーム

第二幕

● なぜ第二幕始まった
○ ロシアウクライナで燃料価格高騰
○ 燃調を変える必要あった
○ 新電力倒産（スライド一枚）
○ プラン多様化
○ 市場連動　Looop、UP

● ウクライナ情勢以降、燃料価格が長期間にわたって上昇。新電力複数社が倒産・撤退
● 価格転嫁のための値上げや独自の燃料調整費を変えていくことで様々な生き残りを図る、電力自由化の第二幕に突入
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「電気」は、「水」と同様なのか？それとも「保険」なのか？

● 電力自由化第一幕では、電気の「同質性」が過度に強調され、価格競争のみが主流に
● 電気とは本来、「保険」契約に近く、複数要素で比較するように、事業者のプラン、消費者の理解も進化
● 電力自由化で先行する英国では、電気は保険同様の商品として、事業者が各種説明義務を有する

第１幕 第２幕

例えるなら 同じ「水（電力契約）」を、定価（大
手電力）より5%割引する競争

保険のように、様々な条件と指向性
（リスク等）に基づき、価格は比較項
目の１要素
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リスク許容度 グリーン需要度ロードカーブ

電力の使い方は千差万別。日や月単
位での使用量、デマンドを分析し、
適切なプランを選ぶ。

料金メニューが複雑化。完全固定メ
ニュー、市場連動型メニュー、燃調
型 メニューのプランのリスクを 理 解
し、適切な電気料金プランを選ぶ。

環 境 配 慮を意 識し、CO2排 出 量 削
減、RE100プラン導 入のできる会 社
を選ぶ。
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新電力シェアの推移（2016年〜2022年）

旧一般電気事業者から新電力への流れ

● 自由化以降、契約口数での新電力シェアは2017年以降伸長が続く。
● SW件数は2020年ピーク。2020年以降は再点検件数が伸び。

高圧契約口数

● 低圧の契約口数における新電力シェアは2017年以降伸長が続く→再点市場を中心に拡大
● 高圧の契約口数における新電力シェアは2021年をピークに減少傾向（ウクライナ戦争による影響）→回復見込み
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数字で振り返る電力自由化（低圧 2016年〜2022年）

自由化が進み、新電力から新電力の切替も増加

● 切り替え（SW）元のシェアは旧一般電気事業者100%から、2022年には約50%に低減。新電力→新電力の引き換えも伸長
● 再点時点での新電力申し込み割合は増加。

● SW元のシェアは旧一般電気事業者100%から、2022年には約50%に低減。新電力から新電力の引き換えも伸長
● 再点時点で、新電力への申し込みは増加（再点のみをターゲットとする新電力も増加）
● ウクライナ戦争による混乱により大手電力への逆流も発生→マーケット沈静化に伴い解消見込み
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大手電力基準でのシンプルな割引プラン

※1 出典：東京ガス株式会社　低圧電気料金メニュー「基本プラン」2021年5月13日 https://www.tokyo-gas.co.jp/news/press/20210513-01.html

● 自由化当初の電気料金プランでは、3段階料金が旧一般電気事業者と比べて少しづつお得になる、シンプルなプランが主
流（主に低圧）

東京ガス　基本プラン ※1

https://www.tokyo-gas.co.jp/news/press/20210513-01.html
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大手電力 vs 新電力（高圧）：電力自由化第１幕の事例

<高圧需要家向けの削減比較表（当社作成、2020年）>

● 2020年までは、電力会社を見直すことによる基本料金と従量料金の削減額比較の提案が主流
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新電力 vs 新電力（高圧）：電力自由化第２幕の事例

● 2021年以降、新電力からの市場連動、完全固定等プランが増加し、プラン毎比較も重要となった（赤枠A）
● 比較検討するは基本・従量だけでなく（赤枠B）、電源調達費、燃料調整費の検討が必要となった（赤枠C）

kota.chishima@enechange.co.jp

A B C



16Copyright © ENECHANGE Ltd.  All Rights Reserved.   

● 市場連動型メニュー：３０分毎に価格が異なるため、ロードカーブにより最適なプランが異なる
● 燃料費固定メニュー：資源・市場価格に連動せず、１年間の電力料金単価を固定可能（ヘッジプランの活用）

さまざまな電力料金メニューの登場

※1 Looopでんき「スマートタイムONE」https://looop-denki.com/pr/smarttimeone/2024年2月8日時点
※2 グローバルエンジニアリング「よかエネ」（https://www.yokaene.com/charge.html） 2024年2月12日時点

燃調費固定メニュー ※2 市場連動型メニュー※1 
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３. 電力全面自由化の課題
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料金メニューの複雑化による消費者を誤認させる事例の増加

● 燃料費調整額の上限設定や市場に連動した独自の燃料費調整額や料金プランなど電気料金が複雑化
● 監視等委や消費者庁が大手電力を含む小売事業者に対して業務改善命令を出すほど問題化（2023年以降）
● 電力小売事業者は一定期間後に再開（社名変更含む）しており、罰則が不十分とも指摘

＜新電力に対する勧告＞ ＜旧一電に対する処置命令＞
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事業者 電気料金
（基本＋従量）

燃料調整費
（市場調整）単価 燃調料金 合計額（安い順）

1 A社 9,795.12 -6.06 -1,575.60 8,219.52

2 B社 9,858.41 -6.06 -1,575.60 8,285.15

3 C社 9,940.72 -6.06 -1,575.60 8,365.12

4 D社 9,963.74 -6.06 -1,575.60 8,390.48

5 東京電力
エナジーパートナー 9,973.72 -6.06 -1,575.60 8,398.12

6 E社 9,973.72 -2.70 -702.00 9,271.72

7 F社 7,723.72 8.635 2,245.10 9,968.82

2024年2月の単月試算　※30A/260kWh（東京電力の一般家庭モデルケース） で利用とした場合

● F社の場合は、電気料金のみで比較した場合は「最も安い」が燃料費調整込みでは「最も高い」、という
意図的な有利誤認を発生させているとも考えられるケースがある

● 電話営業や訪問販売等の、需要家が他のプランと比較しにくい状況で、「実質割高」プランが常態化

「燃料費調整額などを含まない」ことは消費者誤認につながる
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燃料費調整を考慮しない料金提案の常態化

自社調べ：シミュレーション状況調査_202401より

事業者（旧一電） 詳細

北海道電力 燃調なしシミュレーション

東北電力 燃調ありシミュレーション（年間）

東京電力EP 燃調ありシミュレーション（年間）

北陸電力 燃調ありシミュレーション（単月）

中部電力ミライズ 燃調ありシミュレーション（単月）※

関西電力 燃調なしシミュレーション

中国電力 燃調なしシミュレーション

四国電力 燃調ありシミュレーション（年間）

九州電力 燃調ありシミュレーション（年間）

沖縄電力 燃調ありシミュレーション（単月）

（注）旧一電は、東電域外プラン以外は全て自社プラン比較のみの対応
　※ 2023年11月時点

● オンラインでも、大手電力、新電力問わず、燃料費調整なしのシミュレーションが常態化
● 理由として、管理の煩雑さ、試算基準の不統一などの理由が挙げられている
● 消費者が、契約中のプランとの比較が困難で、切替意欲が低下し、結果として割高な料金を支払っている可能性

事業者
（新電力） 詳細

A社 燃調ありのシミュレーション

B社 燃調なしのシミュレーション

C社 燃調なしのシミュレーション

D社 燃調なしのシミュレーション

E社 燃調ありのシミュレーション

F社 シミュレーションなし

G社 燃調なしのシミュレーション

H社 シミュレーションなし
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公正取引委員会の指摘

A電力グループ

小売A

送電A

発電A

新電力

卸売価格変動顧客情報漏洩

安値販売 供給力制限の懸念

経済産業省より命令、勧告があった事案 調査中の事案

• 不当な電力コスト上昇による電気代の上昇
• 新電力撤退による混乱

ユーザー

電力会社

新電力ユーザー

JEPX

カルテル

大手電力C
小売新電力X

顧客情報漏洩安値販売

小売A

送電A発電A

大手電力Aグループ

競合への安値販売牽制
・

偽計競争

大手電力B
小売

自社域内での
小売禁止

● 旧一般電気事業者が関連する電力自由化の根底を揺らがす不祥事が発覚。発電、送配電、小売の各部門の課題が判明
● 2024年2月に、公取が発電と小売の課題（赤枠A）について報告書を公表

▍ 大手電力会社で相次いで不正行為が発覚 ▍ 公取の指摘事項（卸分野における内外無差別）

指摘１　旧一電の相対契約の問題点

指摘２　旧一電の発電部門と小売部門の在り方

1‐1  旧一電小売による卸売と既存長期契約（いびつな構造）
1‐2  旧一電・新電力間の契約期間（単年度メニューのみ）
1‐3  旧一電の社外電源からの調達（内部整理・名義変更）
1‐4  相対契約での取引制限条項の設定（独禁法上問題の懸念）

2  規制料金と内部補助の関係の調査と是正（私的独占・不当廉売）
2  会計分離の検討（内部補助の防止のための監査チェックと報告）
2  発販分離への言及（上記２つの取組でも機能しない場合の検討）

1-1
1-3
2

1‐1 

1-2
1-4  

A
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今後の脱炭素社会において、電力産業は中心的な役割を担う重要産業であり、これから検討される電力システム改革は未来志向で
考え、GX推進をしていく上で中心的な役割を担う電力システムの未来像を定めた上で行うべきであると考えます。

当社提言（2023年7月）の再掲

A電力グループ

小売A

送電A

発電A

新電力

卸売価格変動顧客情報漏洩

安値販売 供給力制限の懸念

経済産業省より命令、勧告があった事案 調査中の事案

• 不当な電力コスト上昇による電気代の上昇
• 新電力撤退による混乱

ユーザー

電力会社

新電力ユーザー

JEPX

● 当社は2023年7月に「未来志向の電力システム改革の実現に向けた当社見解」にて本課題を指摘
● ほぼ全ての提言事項は、現時点においても依然有効だと考える

▍ 「未来志向の電力システム改革の実現に向けた当社見解」のポイント

送電部門

● 厳格な法的分離（ITO）の実現
● 人、技術、物、資金面の独立性・

自立性の強化
● 違反者への厳格な罰則規定の整備

ENECHANGEの「未来志向の電力システム改革の実現に向けた当社見解」（2023年7月発表）https://enechange.co.jp/news/press/our-view/

● 内外無差別のガイドライン及び
法制度化（対象となる発電所は限定）

● 部門毎の会計の透明性を担保。電
取委などの定期的監査を義務化す
るガイドライン及び法制度化

● 内外無差別の徹底を条件とした規
制料金の撤廃

● 需要家に対する適切な情報提供と
周知期間の設定

発電部門 小売部門

https://enechange.co.jp/news/press/our-view/
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４. イギリス事例検証

電力自由化先進国のイギリスの事例に学ぶ
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英国でも電力自由化レビューがあり追加改革を経て、自由化が発展

🔻2013: 追加改革
（EMR）

Source: Ofgem Data Portal

マーケットレビュー
（2008-2010)

🔻2020: OVOが
BIG6の一角に参入

● イギリスでも自由化後初期は、大手電力(BIG6)が市場をほぼ独占
● 2013年の追加改革以降、自由化が本格化し、大手電力のシェアは50%程度に減少、新電力がBIG6の一角に参入

https://www.ofgem.gov.uk/energy-data-and-research/data-portal/retail-market-indicators
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英国の電力自由化初期の顧客調査

● 一部の消費者（14%程度）が複数回切り替えるが、60%以上の消費者は一度も切り替えたことがない　→プランが複
雑になり、比較困難により電力自由化に対する切替意欲の低下が指摘

● 切替の主要経路として、訪問販売、電話営業とオンラインでの切替が半々程度　→訪問販売、電話営業でのプランの
説明義務違反が度々問題化

● オンライン上のプラン（割安）と、オフライン（訪問販売・電話営業経由）での割高プランの二極化
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英国・電力自由化レビュー及び追加改革（EMR）での主要事項

マーケットレビュー（CMA 2008年〜2010年）

市場全体 ● 大手電力が自由化以前の地域において大きなシェ
アを以前有する

● 電力卸売市場が不公平であり、新電力が調達面に
おいて不公平な環境

小売事業者に関
して

● 電気料金が複雑になり、消費者が選べなくなり切替
を妨げている

● 大手電力は自由化以前の顧客から安定的な収益
を得ている

● オフライン限定プランでは割高な料金が常態化して
いる

消費者動向 ● 多くの消費者が切り替えることに躊躇している。
● 切替時の節約額に対して、信頼が低下している

４項目の改革が提言

1. 電力ガス料金の比較しやすさの向上
2. 電力小売事業者への規制・罰則強化
3. 電力卸売市場の内外無差別の徹底
4. 電力事業者の発電・小売部門の会計分離

日本でもほぼ同様の事象が発生していると考え
られ、日本も同様の追加改革の実施により自由
化の発展が見込まれる。
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1. 電力ガス料金の比較しやすさの向上

● 複数のプランを比較しやすいように「総額表示」の明記が義務化
● 市場連動比率など前提が異なるプランも、統一基準で明記が必要（結果として、「最安」プランは月毎に大きく変動）

英：電力比較サイト（USwitch）
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2. 電力小売事業者への規制・罰則強化

● 電力小売事業者への罰則強化　BIG6は度重なる「不正な営業行為」による10億円以上もの罰金を受ける
● BIG6を含む主要事業者は、訪問販売や電話営業を自主禁止し、オンラインでの獲得に移行
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3&4. 電力卸売市場の内外無差別の徹底、発電・小売部門の会計分離

● イギリスも、送配電は法的分離（National Gridとして上場）するが、発電・小売はほぼ一体で内外無差別の課題あり
● イギリスの電力卸売市場も2014年より取引量（短期、２年以内、２年以上の全ての区分）が増加し、内外無差別が促進
● 内外無差別の徹底により、大手電力の発販分離が加速　→BIG6のうち２社が、小売部門から撤退

EonとNpowerの合併(2018年)

OVOがSSE小売部門を買収
(2020年）

2009年に設立、2013年のEMR以降、急成長し大手新電力（70万顧
客 2017年）に躍進。2020年にSSE小売部門（140万顧客）を買
収。三菱商事が出資等で日本でも知られる。

OVO ENERGY
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